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目的

１，肥満や不健康なやせ等を早期に発見
していくために、０歳から発育が終了
するまでの、身体発育基準が必要とな
る。

２，乳幼児期から成人に至るまでの身体
計測値を連続して評価するための基準
値を作成することを目的とする。



方法（１）
対象

乳幼児期（出生から就学前まで）

　14,115件の身長および体重の身体的発
育データ。（平成１２年に厚生省の調
査による）

幼稚園年長クラスから高校３年まで：

　調査で得られた695,600件のデータ。



方法（２）

年齢算出の基準

「５歳」は、４月１日現在満５歳（５
歳丁度以上６歳未満）。

　　　→期待値は５.５歳。

　　　　年齢計算をこれに準じた。



方法（３）
 身長、体重及びＢＭＩのパーセンタイル曲線
の平滑化

 Cole（1990）のLMSメソッドを用いる各年月
齢分布につき、標準化処理を加えた平均
（Ｍ）、および標準偏差（Ｓ）とゆがみの度
合いを示す値（Ｌ）を算出し、それぞれを多
項式を用いて平滑化する。

 最終身長のＭの値処理にはQuoの第４サイク
ルをつなげる。

 ここから標準化変換式の逆をたどって各パー
センタイルの曲線を求める。
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考察（１）

今後の課題

年月齢の値と体重、又は身長の値か
ら、それらのパーセンタイルレベルを
算出できるプログラムを開発する。

これには標準正規分布のＺの値と累積
相対度数の値との対応を応用する。
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考察（２）

留意点と課題
乳幼児期：発育には個人差があり一人
一人違うものとし、保護者に余計な不
安を与えない。

学童・思春期発育：本人の悩みの原因
にならぬよう、いじめ等を引き起こさ
ないよう、また、プライバシーが守ら
れるよう、工夫してゆく。


